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あまっこ部会 計６回開催
・R5.4.24（ZOOM）
自立支援協議会の活動報告の内容を共有
第２回目（R5.3.6開催）障害児通所支援事業所交流会の内容を共有
令和５年度のネットワーク会議について意見交換
☆関係機関が相互理解につながるもの
☆事業所説明会、事業所一覧
☆教育との連携、トライアングルプロジェクト
☆事業所の指定基準、運営について
☆困りごとや悩みの共有、事例検討
☆18歳以降の方の支援の引継ぎや進路が変わる際の引継ぎについて
☆保育所等訪問支援、居宅訪問型児童発達支援について
☆重心の方の事業所の課題について



・R５.6.19（対面）
あまっこファイル書き方教室の啓発について
次回開催分からQRコードにて申し込みへ変更
第１回障害児通所支援事業所ネットワーク会議（R5.9.19）の開催を共有
今年度～来年度の取り組みについて意見交換
・R５.8.21（ZOOM）
来年度フォーラム開催決定
・R5.10.16（対面）
グループワーク（それぞれの機関で抱えている課題、フォーラムについて意見交換）
☆小児科移行の課題
☆当事者の声を届ける機会の少なさ
☆資源やサービスの情報整理ができない
☆連携について（移行時の情報の引継ぎについて）
☆教育の現状
☆保護者支援について（家庭での過ごし方）
☆進路について



・R5.12.18（対面）
尼崎市手をつなぐ育成会啓発キャラバン隊の方より「まんまるはー
と」の活動内容の説明と知的/発達障害疑似体験ワークを行った
☆当事者団体の啓発の活動、内容、目的を知る
☆声かけの仕方によってどんな気持ちになるか、どんなふうに伝え
ればよいのか今一度確認できる機会をもつ

・R6.2.19（対面）
フォーラムについて内容を具体的に検討
大枠の内容として、
☆基調講演
☆あまっこ部会について
☆あまっこファイルについて
☆まんまるはーとワークショップ



あまっこ部会事務局会議 計６回開催

・R5.5.29
事務局の変更、内容の確認、引継ぎ
今年度の取り組み方向性について
☆教育について知りたい（特別支援学校、地域の学校のそれぞれの状況）
☆親の会、家族会の取り組みを知りたい
☆社会資源について
☆事業所フォーラム＋あまっこ部会主催のフォーラム開催に向けて（今年度
は開催に向けた検討を行う）
・R5.7.10
☆あまっこファイル書き方教室の打ち合わせ（チラシの掲載内容など）
☆教育との連携について（進めるにあたっては特別支援教育担当との事前の
調整が必要）



・R5.9.4
特別支援教育担当と意見交換
・進路がどう決まっていくか
・就学相談について
・不登校支援について
・教育から福祉に求める事
☆家庭に入り切れない、障害受容の難しさ、支援の見立て
あまっこファイルの活用方法について
☆共通のツールとしての在り方を考える必要あり
☆受け手側の希望もある（ボリュームや内容）
・R5.11.20
１２月の部会準備
・R5.2.5
２月の部会の準備
・R6.3.18
２月部会の意見を踏まえフォーラム内容、講師選定
あまっこファイル自由記述の記入例を作成方向



あまっこファイル書き方教室
R5.9.5（火）開催 ６名参加

 アンケートより
☆子どもの得意なことや苦手なことを思い出しながらどういう風に関われ
ばよいのか考える機会になった。
☆書きにくいところがあり（子どもの理解ができずに）今一度見つめなおす機
会になった。
☆今はこれができないけどこのようにサポートすればできるという書き方が良
いなと感じた。
☆聞かれることが重なることも多いのでまとめておこうと思った。
☆どういう風に書けば相手に伝わりやすいか知れた。



あまっこファイル書き方相談会
R6.3.6（水）開催 ３名参加

 アンケートより
☆ファイルを書くことは受け手のことも考えるととても難しい（困りごと
が多く書きたいことが多すぎる）簡潔に書いて提出しようと思う。
☆もっと小さい時に参加して作成できればよかった。（現在小６）
☆サポートブックの説明、記入例は参考になった。



今年度の取り組みについて

☆秋ごろにあまっこ部会主催のフォーラムを開催

☆支援者向けのあまっこファイル書き方教室の開催に向けた協議

☆あまっこファイル自由記述の欄の記入例を作成

☆あまっこファイル書き方教室、相談会の開催

☆医療的ケア児支援部会の開催


